






































































「建設技能者の能力評価に関する調査」の結果（概要） 

 

（一社）全国建設業協会 

 

 建設業界においては、平成 30 年秋からの建設キャリアアップシステムの運用開始に向けて、

その周知・普及を図るとともに、システム導入が建設技能者の処遇改善に繋がるよう能力評価

のあり方について、国土交通省の「建設技能者の能力評価のあり方に関する検討会」において、

検討がなされているところである。 

 今般、全建では、こうした検討の参考に資するため、元請企業における建設技能者に対する

能力評価の状況等について、労働委員会委員に協力を求め、所属企業（17社）の状況を取りま

とめたことから、ご報告致します。 

 

１．調査対象企業の基本情報 

資本金 ： 1千万円～5千万円未満（23.5%）、5千万円～1億円未満（23.5%）、 

        1億円～10億円未満（17.6%）、10億円以上（35.3%） 

従業員数： 1～29人（5.9%）、30～59人（29.4%）、60～99人（0%）、 

100～199人（23.5%）、200人以上（41.2%） 

   完工高 ： 5億円～10億円未満（5.9%）、10億円～50億円未満（23.5％）、 

        50億円～100億円未満（23.5%）、100億円以上（47.1%） 

 

２．能力評価制度の有無とその内容 

建設技能者を対象とした能力評価制度を保有していると回答した企業は 9社（52.9%）で、 

うち、①雇用関係から見た評価制度の対象となる者は、「自社の直用技能者のみ」と、「自

社の直用及び協力会社等下請の技能者」とするものが各々2 社（22.2%）、さらに「自社の直

用及び協力会社等下請の技能者に一人親方を含む」としたのが 1社（11.1%）であった。 

その他とする 4社（44.4%）は、「協力会社等下請の技能者のみ（一人親方を含むものもあ

り）」を対象にしており、そのうち 3 社では現場からの推薦等により優秀な職長等を選定し、

対象としている。 

 

また、②技能レベルや職種から評価制度の対象となる者の範囲を尋ねたところ、「技能・経

験や職種に関係なく」対象としているものが 3 社（33.3%）、「一定以上の技能・経験を求め

ている」ものが 4 社（44.4%）、「一定以上の技能・経験を有する特定の職種」の者を対象と

しているものが 2 社（22.2%）で、「特定の職種の建設技能者を技能・経験に関係なく対象」

とするものは無かった。 

 

  さらに、③評価の結果が手当の支給等処遇に繋がるかを聞いたところ、7社（77.8%）で処

遇に差が出ると回答している。 

 

  加えて、④評価の仕組みについては、「保有資格・経験年数等に現場における就業の実態を

加味して評価する」が 6社（66.7%）、「現場における就業の実態に応じて」が 2社（22.2%）、

その他とする 1 社（11.1%）では、品質、施工スピード、作業段取り等により習得スキルの



レベルを評価するとともに、現場貢献度、調達協力度等を客観的に評価するとしているおり、

「保有資格・経験年数等によって一律に評価する仕組み」とするものは無かった。 

 

３．重視すべき評価のポイント 

能力評価で重視すべきと考える評価のポイントについて、建設技能者の経験年数別に聞い

て見ると、 

①入職2年前後の経験の浅い建設技能者を評価する上で、大いに重視するとしたものは、「働

きぶり（現場での実践力・応用力）」が 12社（70.6%）、次いで「スキル（施工上の技術・技

能）」が 7 社（41.2%）、「免許・資格」と「知識（施工方法等の知識）」が各々6 社（35.3％）

と続き、「学歴」や「研修・教育訓練の受講歴」への評価は低いものとなった。 

また、「その他重視すべき評価のポイント」への回答（自由記載）では、多くの企業が仕事

への取組み姿勢（やる気、素直さ）を挙げ、次いでコミュニケーションスキルや安全意識が

上位を占めた。 

 

  ②入職 10 年前後の建設技能者を評価する上で、大いに重視するとしたものは、「働きぶり

（現場での実践力・応用力）」が 14 社（82.4%）、「スキル（施工上の技術・技能）」が 13 社

（76.5%）、次いで「免許・資格」と「知識（施工方法等の知識）」が各々12 社（70.6%）と

なった。「その他重視すべき評価のポイント」への回答（自由記載）では、協調性について多

くの企業が指摘し、次いで安全意識、後輩への指導力等が挙げられた。 

 

  ③50 歳前後のベテラン建設技能者を評価する上で、大いに重視するとしたものは、「スキ

ル（施工上の技術・技能）」と「知識（施工方法等の知識）」が各々13社（76.5%）、次いで「働

きぶり（現場での実践力・応用力）」が 11社（64.7%）、「免許・資格」9社（52.9%）、「後進

の育成・指導力」8社（47.1%）となった。「その他重視すべき評価のポイント」への回答（自

由記載）では、安全・品質・工程管理等の現場での調整（管理）能力を多くの企業が挙げて

いる。 

 

４．元請企業として、協力会社等下請の職長を評価する際のポイント 

  （自由記述の回答を取りまとめると以下のとおり） 

工程・施工管理への取組【同様の意見 13社（76.5%）】、安全（衛生）への取組【11社（64.7%）】、

品質管理（確保）への取組 【9社（52.9%）】、提案力（課題解決能力、積極性）【8社（47.1%）】、

統率力（リーダーシップ）【7社（41.2%）】、協調性（調整能力）【5社】、コスト意識【3社】、

施工実績・貢献度【2社】、環境管理【2社】、資格【1社】、施工技術・知識【1社】 

 

５．元請企業として、専門工事業者を評価する際のポイント 

（自由記述の回答を取りまとめると以下のとおり） 

工程（納期）管理【同様の意見 10社（58.8%）】、品質管理（確保）への取組 【9社（52.9%）】、

安全（衛生）への取組【7 社（41.2%）】、コスト意識【6 社】、課題対応能力【5 社】、施工実

績・貢献度【3社】、従業員のモラール【3社】、環境管理【3社】、人材育成への取組【2社】、

協力会社組織への貢献【2社】、施工計画書等の書類作成能力【2社】、積算の正確性【1社】、

専門知識・資格取得状況【1社】 



建設技能者の能力評価に関する調査結果

【調査対象】 労働委員会委員の所属企業１７社
【調査時期】 平成２９年１２月

※１その他（自由記入）

○各支店に組織された職長会（施工部門から推薦された職長）に所属している技能者を対象としている。
○協力会社等の建設技能者で、当社の要請を受けて、技能スキル習得をした者、及び現場から優秀・優良な
職長として推薦され、表彰対象になった者。

○協力会社等下請の建設技能者（一人親方等も含む）が対象。
○協力会社（下請）の職長の内、優秀なものが対象。当社の社員である現場所長３人以上の推薦と選定委員会の
承認が必要。

22.2%

22.2%

11.1%

44.4%

建設技能者の

能力評価制度対象者の雇用関係（※１）

自社が雇用する建設技能者のみ対象
自社が雇用する建設技能者、及び協力会社等下請の建設技能者が対象
上記に加え、一人親方を含む建設技能者が対象
その他

0.0%

23.5%

23.5%

17.6%

35.3%

資本金

1,000万円未満
1,000万円～5,000万円未満
5,000万円～1億円未満
1億円～10億円未満
10億円以上

5.9%

29.4%

0.0%
23.5%

41.2%

従業員数

1～29人 30～59人

60～99人 100～199人

200人以上

0.0% 5.9%

23.5%

23.5%

47.1%

完工高
（直近３ヵ年の平均）

5億円未満
5億円～10億円未満
10億円～50億円未満
50億円～100億円未満
100億円以上

52.9%47.1%

建設技能者の

能力評価制度の有無

あり なし

全企業対象 能力評価制度がある企業のみ
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建設技能者の能力評価に関する調査結果

77.8%

22.2%

能力評価制度よる処遇の差

差がでる 差がでない

※２その他（自由記入）

○品質、施工スピード、作業段取り等により習得スキルのレベルを評価するとともに、現場貢献度、調達協力度等
を客観的に評価している。

能力評価制度がある企業のみ

33.3%

44.4%

0.0%

22.2%

0.0%

評価制度の対象となる建設技能者の範囲
（技能レベル職種等）

技能・経験や職種に関係なく全建設技能者が対象
一定以上の技能・経験を有する建設技能者を職種に関係なく対象
特定の職種の建設技能者を技能・経験に関係なく対象
一定以上の技能・経験を有する特定の職種の建設技能者を対象
その他

0.0%

22.2%

66.7%

11.1%

評価制度はどのようなものか（※２）

保有資格・経験年数等によって一律に評価する仕組み

現場における就業の実態に応じて評価する仕組み

保有資格・経験年数等に現場における就業の実態を加味

して評価する仕組み

その他
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建設技能者の能力評価に関する調査結果

○その他重視すべき評価のポイント

コミュニケーションスキル／資格は各職の通常業務に必要な資格は当然ですが、「登録基幹技能者」であること、
また「登録基幹技能者」の資格を取得できない団体等の場合は、それに準ずる能力と評価されたもの／本人の適
正、仕事のマッチング、取組み姿勢／安全意識／作業に向き合う姿勢、やる気、あいさつ／若手技能者が予想さ
れる為、素直さや性格の前向き等が何より大事になると思います／安全・品質管理／明確に意見交換ができるこ
と／社会常識を身に付けていること／教育訓練や知識は会社で教育していく

○その他重視すべき評価のポイント

コミュニケーションスキル／協調性・指導力／後輩たちの育成、指導力／職長会活動等の作業所での安全衛生活
動への貢献度／安全意識と他職との協調性／他の作業員との協調性／中堅技能者が予想される為、後進の育
成や安全への取り組み、関連する他職との調整能力や協調性が大事／安全・品質・工程管理／マナー、モラルを
守れること／技術取得の意欲、態度を評価

全企業対象

11.8

35.3

41.2

35.3

70.6

17.6

58.8

47.1

41.2

35.3

23.5

70.6

29.4

11.8

17.6

29.4

5.9

11.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学歴

研修・教育訓練の受講歴

免許・資格

スキル（施工上の技能・技術）

知識（施工方法等の知識）

働きぶり（現場での実践力・応用力）

入職２年前後の建設技能者の能力評価を行う上で重要なポイント

大いに重視する 重視する あまり重視しない 全く重視しない

29.4

70.6

76.5

70.6

82.4

11.8

52.9

29.4

23.5

29.4

17.6

82.4

17.6

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修・教育訓練の受講歴

免許・資格

スキル（施工上の技能・技術）

知識（施工方法等の知識）

働きぶり（現場での実践力・応用力）

経験年数

入職１０年前後の建設技能者の能力評価を行う上で重要なポイント

大いに重視する 重視する あまり重視しない 全く重視しない
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建設技能者の能力評価に関する調査結果

○その他重視すべき評価のポイント

グループ管理能力／業務の堅実さ（無事故・無災害含む）／働きぶりの中にあると思いますが、他職種との調整
能力等現場全体のマネジメント能力が大きなポイントではないか／後輩たちの育成、指導力／関係団体からの表
彰受賞歴／安全意識と他職との協調性、現場全体をまとめる能力（職長会活動に積極的等）／工程・安全管理・
他職との調整能力は大事になると思います／安全・品質・工程管理／打合せ、会話が建設的であること／総合的
人間性／正しい言葉遣いが出来るか

○元請企業として、協力会社等下請の職長を評価する際のポイント
（自由記述の回答を取りまとめると以下のとおり）

工程・施工管理への取組【同様の意見13社】、安全（衛生）への取組【11社】、品質管理（確保）への取
組 【9社】、提案力（課題解決能力、積極性）【8社】、統率力（リーダーシップ）【7社】、協調性（調整能
力）【5社】、コスト意識【3社】、施工実績・貢献度【3社】、環境管理【2社】、資格【1社】、施工技術・知識
【1社】

○元請企業として、専門工事業者を評価する際のポイント
（自由記述の回答を取りまとめると以下のとおり）

工程（納期）管理【同様の意見10社】、品質管理（確保）への取組 【9社】、安全（衛生）への取組【7
社】、コスト意識【6社】、課題対応能力【5社】、施工実績・貢献度【4社】、従業員のモラール【3社】、環
境管理【3社】、人材育成への取組【2社】、協力会社組織への貢献【2社】、施工計画書等の書類作成
能力【2社】、積算の正確性【1社】、専門知識・資格取得状況【1社】

全企業対象

52.9

76.5

76.5

64.7

47.1

17.6

23.5

47.1

23.5

23.5

35.3

47.1

76.5

64.7

5.9

5.9

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免許・資格

スキル（施工上の技能・技術）

知識（施工方法等の知識）

働きぶり（現場での実践力・応用力）

後進の育成・指導力

過去の施工実績

経験年数

５０歳前後のベテラン建設技能者の能力評価を行う上で重要なポイント

大いに重視する 重視する あまり重視しない 全く重視しない
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